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看護学生の臨地実習自己効力感を高める要因の検討
―セルフ・コンパッション、ほめられる経験や心理的反応、実習目標達成度をもとに―
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要旨
臨地実習において、看護師や教員といった実習指導者の態度は、看護学生の学習に影響を与えるため重要
である。また、看護学生は看護を行う対象者（患者、家族などといった看護の対象）との関係づくりや看護
実践を通して多くのことを学んでいる。そうした看護師や教員といった実習指導者や看護の対象の態度が、
次の実習にむけた看護学生の自信や意欲につながると考えられる。その一端を明らかにするために、本研究
では、看護学生が、今現在の自分自身を受け入れ、やさしい気持ちを向けるセルフ・コンパッション、これ
までの実習や演習等において実習指導者や看護の対象からほめられた経験、ほめられた経験に対する学生自
身の受けとめ方としての心理的反応、および学生自身が設定した実習目標達成度が、次の臨地実習に向けた
自信としての臨地実習効力感にいかに影響するかについて検討することとした。臨地実習効力感は、「対象
の理解・援助効力感」、「友人との関係性の維持効力感」、「指導者との関係性の維持・学習姿勢効力感」
から構成されている。重回帰分析の結果、「一生懸命に取り組んでいるとほめられた」「よく勉強している
とほめられた」といった、学生の行動について実習指導者や看護の対象からほめられた経験は「対象の理
解・援助効力感」に影響していた。また、ほめられたことによって起きる「やる気になる」「うれしい」
「自信がもてる」といった心理的反応は、「友人との関係性の維持効力感」に影響していた。さらに、セル
フ・コンパッションと「行動についてほめられた経験」と「実習行動目標達成度」が「指導者との関係性の
維持・学習姿勢効力感」に影響していた。このことより、看護学生は、実習指導者や看護の対象からポジ
ティブフィードバックや言語的賞賛を与えられることは、実習行動目標の達成や、次回の臨地実習に向けた
自己効力感に影響することが示された。

キーワード：看護学生、実習指導者の態度、セルフ・コンパッション、ほめられた経験、臨地実習自己効力
感

Abstract
　In clinical practice, the attitude of the practice supervisor, such as the nurse or teacher, is important because 
it influences the learning of the nursing students. Nursing students learn a great deal through the relationships 
they form with nursing subjects (patients, family members, and other nursing subjects) and through the practice 
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of nursing. The attitudes of practice supervisors, patients, and family members are believed to influence nursing 
students' confidence and motivation for the next stage of their practice. The purpose of this study was to examine 
how self-compassion, experiences of praise from practice instructors and patients/families, students' own 
psychological responses to experiences of praise, and achievement of practice goals affect nursing students' 
sense of on-the-job practice efficacy. Field practice efficacy consisted of "understanding and helping the subject 
efficacy," "maintaining relationships with friends efficacy," and "maintaining relationships with instructors 
and learning attitude efficacy. Multiple regression analysis revealed that the experience of being praised for 
the student's behavior, such as "being praised for working hard" and "being praised for studying well," had 
an effect on "understanding and helping the target" efficacy. In addition, psychological reactions such as "I 
feel motivated," "I am happy," and "I feel confident," which occur as a result of being praised, affected "the 
efficacy of maintaining relationships with friends. In addition, self-compassion, "experience of being praised for 
behavior," and "achievement of practice behavior goals" influenced "maintenance of relationship with instructor 
and learning attitude efficacy. This indicated that nursing students being given positive feedback and verbal 
praise by practice instructors, patients, and family members influenced their achievement of practice behavior 
goals and their self-efficacy for their next field practice.

Key words：nursing students, Attitudes of practice instructors, self-compassion, the experience of receiving praise, 
self-efficacy for clinical practice
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Ⅰ　はじめに
看護学生にとって臨地実習は、看護実践能力を高める大きな学びの機会となるため、職業的アイデンティ

ティの構築において重要である。しかし、日常よりも睡眠のとりにくさや不安緊張などの高まりにより、心
身の不調をきたしやすい（安部、2021１）；今井、2021)２）。そうした臨地実習の中で看護学生（以下、学
生）がストレスを感じるのは、記録や自己学習が多いこと、看護師や指導教員といった実習指導者との関係
であるとされる（山下ら、2014)３）。実習指導者との関係は学生にとって非常に重要で、学生の成長に大き
く作用する。具体的には実習指導者に相談が出来ること、助言や指導を受けることは学生が実習で成長でき
たと感じる体験へと結びつく（佐々木ら、2021)4）。また実習指導者の学生の意見を肯定した上でのアドバ
イスや指導は、学生の臨地実習の理解度や到達度に関連する（村岡・舘山ら、2020)5）。このように、実習
指導者の態度は学生の学びや成長に影響を与えるため重要といえる。

学生にとって、臨地実習が豊かで実りあるものになることを目指し、実習指導者の望ましい態度につい
て検討するため、本研究では、実習指導者が学生を「ほめる」という行為に着目した。実習指導者から
ほめられることは、学生にとって学習意欲の高まりや自信回復に影響することが報告されている（井上ら、
1995)6）。一方で、ほめられた内容がほめられるに値しないと感じると不信感につながることや、ほめられ
るだけで指摘や助言がない場合は学修の停滞につながるという報告（詰坂・村中、2020)7）もある。また、
学生の対人不安の程度と、実習期間中の実習指導者からの声かけの受け止め方や心身の状態の変化との間の
関連があり、対人不安が高い場合、実習期間中の声かけを肯定的に受け止めにくいという結果もある（伊
藤・中野、2021)8）。このように、実習指導者が学生の成長を促す声かけやふるまいを意識することは重要
である一方で、学生もほめられたことを素直に受けとめ、自信につなげていくような思考と態度も重要とい
える。

そうした学生側の思考や態度について、本研究ではセルフ・コンパッションに着目した。Neff（2022)9）

はセルフ・コンパッションの３つの構成要素として、１つ目は「失敗したときに自分を批判しすぎずいたわ
りを向けるといった自分への優しさや慈悲」を、２つ目は「自身の否定的な考えや感情への過剰な同一視を
避けネガティブな思考や感情は単なる思考や感情であることを認識するといったマインドフルネス」を、３
つ目は「自分が失敗したときに自分だけが失敗していると捉え孤独感を抱えてしまわず、苦しさや痛みの程
度は人によって違いはあっても人間の経験は完璧ではなく不完全であるという共通の人間性の認識」を挙げ
ている。臨地実習は、患者や利用者と関わる中で、相手の心情への共感的理解が求められるため、学生が自
分の失敗や落ち込みに集中していたのでは、相手への関心や関与が不十分になってしまう。よって、学生は
自分に対する思いやりを持ち、失敗によって落ち込むのではなく失敗から学ぶ視点へと転換させるバランス
のとれた考え方や感情が重要になってくる。そうしたバランスのとれた考え方や見方は、実習指導者や患者
や利用者からほめられた経験を素直に受けいれ、学びへのやる気や意欲につながると考えられる。また、セ
ルフ・コンパッションは、看護学生の知覚されたストレスを介して不安や抑うつを下げる効果も指摘されて
おり（Luo et.al.,2019)10）、学生のメンタルヘルスにおいて重要な心理的リソースといえる。

学生が、実習指導者や対象者（患者、家族、利用者など看護の対象：以下、看護の対象）からほめられる
ことにより、意欲ややる気が高まることで、豊かで多くの学びを得ることが出来、それが実習目標の達成へ
とつながり、自信を得て、次回の実習への期待と意欲へと結びついていくならば、非常に充実した学習のサ
イクルが実現すると考えられる。また実習指導者だけでなく、看護の対象からほめられることは、学生に
とって、自己肯定の貴重な機会となると考える。現場で働いている看護師にとって、ケアの対象者である患
者や家族から直接感謝を表された時に、満足感や誇りを感じるとされる（大橋ら、2017)11）。これは看護学
生においても、同様のことといえるであろう。そこで、本研究では、そうしたサイクルの検討の前段階とし
て、「セルフ・コンパッション」、「これまでの臨地実習や演習等において、実習指導者や看護の対象から
ほめられた体験」、「ほめられたことへの心理的反応」、「実習目標達成度」といった４つの要因が、次の
臨地実習効力感にいかに影響するかを検討することとした。

なお、本研究における定義は以下の通りとする。「ほめ」とは、「対人的なポジティブフィードバックお
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よび言語的報酬」（日髙、2016)12）とする。臨地実習自己効力感とは、「学生が、看護師としての役割や責
務を果たせそうだと思う気持ちや看護サービスを受ける対象者に向けて看護行為を行う過程で、看護の方法
について『実践できそうだ』」という自信を示すこと」（真鍋ら、2007)13）とする。
Ⅱ．方法
1．研究対象者

調査時期は2023年₇月から11月である。調査対象者は、A大学の看護学科の２、３、４年生とし、1年生
は基礎教養科目の履修が多いため除外した。アンケート調査は、グーグルフォームにて実施した。

2．調査内容・方法
⑴　調査内容
　　調査内容は以下から構成した。
　　①基本属性
　　　学年（選択式）、年齢（選択式）で回答を求めた。
　　② セルフ・コンパッションを測定するため、セルフ・コンパッション尺度日本語版（有光ら、2016)14)

を使用した。有光（2020)15）に従って「各項目に関して、あなたはどの程度行動しますか」という
教示のもと、「自分自身の欠点や不十分なところについて、不満に思っているし批判的である」
「気分が落ち込んだ時には、間違ったことすべてについて、くよくよと心配し、こだわる傾向にあ
る」など12項目の質問について、「まったくない（１点）」～「いつもある（５点）」の５件法で
回答を求めた。

　　③ 大学での看護の演習や臨地実習で、大学教員や実習先の看護師、患者や対象者から、ほめられた経
験を測定するため、ほめられた経験尺度（日髙、2016)12）を使用した。「大学での演習や臨地実習
で、大学教員や実習先の看護師、患者や対象者から受けた経験として、以下のことがどの程度あり
ますか」という教示のもと、「個人へのほめ」と「行動へのほめ」の２因子における18項目の質問
について、「なかった（１点）」～「よくあった（５点）」の５作法で回答を求めた。「個人への
ほめ」の項目には「期待していたとほめられた」「才能があるとほめられた」などがあり、「行動
へのほめ」の項目には「一生懸命に取り組んでいるとほめられた」「よく勉強しているとほめられ
た」などがある。これは回答時の直前までの実習での経験に限定し尋ねるのではなく、これまでの
大学での演習や臨地実習の経験を含めて回答を求めた。その理由として、直前の演習や実習での経
験に限定した場合、実習先の特性や環境側の要因によってほめられた経験に影響を与えると考えた
ためである。

　　④ 大学での看護の演習や臨地実習で、大学教員や実習先の看護師、患者や対象者からほめられたとき、
どのように感じるかの程度を測定するため、ほめ反応尺度（高崎、2015)16）を使用した。「大学で
の演習や臨地実習で、大学教員や実習先の看護師、患者や対象者からほめられた時、あなたはどの
ように感じますか」という教示のもと、「意欲促進」と「ほめ不信」の２因子における12項目の質
問について、「そう思わない（１点）」～「そう思う（５点）」の５件法で回答を求めた。「意欲
促進」の項目には「ほめられるとやる気になる」「ほめられるとうれしい」などがあり、「ほめ不
信」の項目には、「ほめられても、疑ってしまう」「ほめられても、素直に受け止められない」な
どがある。これも回答時の直前までの実習での経験に限定し尋ねているのではなく、これまでの大
学での演習や臨地実習の経験を含めて回答を求めた。

　　⑤ 実習期間にたてた日々の行動目標の達成度を測定するため、実習目標達成度１項目を視覚的評価ス
ケール（VAS：Visual Analogue Scale）で測定した安達ら（2023) 17）や西本ら（2022)18）を参考に
して、「まったく達成できなかった（１点）」～「とても達成できた（10点）」までの10段階のう
ちあてはまるところに〇をつけるよう項目を作成した。これは、実習ごとに達成度が異なるため、
回答時の直近の実習での達成度について回答を求めた。

　　⑥ 今後の臨地実習にむけた効力感を測定するため、臨地実習自己効力感尺度（真鍋ら、2007)13）を使
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用した。「これからの臨地実習においてあなたはどれくらいできると思いますか。その見通し予測
をたて該当する番号に〇をつけてください。」という教示のもと、「対象の理解・援助効力感」
「友人との関係性の維持効力感」「指導者との関係性の維持・学習姿勢効力感」の3因子における、
16項目の質問について、「まったくできないと思う（１点）」～「かなりよくできると思う（６
点）」の６件法で回答を求めた。「対象の理解・援助効力感」の項目には「患者に必要な援助を提
供すること」「優先度を考慮して患者に援助すること」などがあり、「友人との関係性の維持効力
感」の項目には「友人に悩みを相談すること」「友人と心を許して話すこと」などがあり、「指導
者との関係性の維持・学習姿勢効力感」の項目には、「指導者にはっきり意志表示すること」「指
導者にわからないことを質問したり、相談すること」などがある。これは、回答時以降の実習を想
定して回答を求めた。

⑵　調査方法
　 　研究対象者に学年が合致する学生を対象に、メールで、本研究の目的、方法、倫理的配慮およびアン

ケートに移行するURLとQRコードを記載した「アンケートのお願い」を配信した。配信を受け取った
学生は、その説明文を読み、研究参加に同意した者のみがグーグルフォームへ移行するURLあるいは
QRコードをクリックして回答した。回答は、学年ごとに、実習終了後1週間以内という回答期限を設け
た。また学生が適切に研究参加の意思が示せるよう、研究責任者の授業を履修中の学生が含まれないよ
う各学年で調査実施時期に配慮して実施した。

　 　分析方法は、①セルフ・コンパッション尺度、ほめられた経験尺度、ほめ反応尺度、臨地実習自己効
力感尺度の信頼性分析、②セルフ・コンパッション尺度、ほめられた経験尺度、ほめ反応尺度、実習目
標達成度を説明変数とし、臨地実習自己効力感尺度を目的変数とする重回帰分析を行った。統計分析に
は、IBM SPSS ver.28を用いた。

倫理的配慮
研究対象者に学年が合致する学生を対象に配信した「アンケートのお願い」には、以下のことを記述した。

それは、①研究課題名、②研究者の所属・氏名、③研究目的、④調査協力は任意であり、調査に協力しなく
ても不利益は生じない旨、⑤アンケートは無記名であり個人が特定されることはない旨、⑥アンケートに回
答し送信を終了したことで研究協力に同意したものとみなす旨、⑦研究結果は卒業論文や論文投稿等にて公
表する旨、⑧回答に要する時間は10～15分程度である旨、⑨回答にかかる通信料は回答者負担となる旨、⑩
アンケートは実習終了後に回答する旨、⑪アンケートの回答期限、⑫問い合わせ先とした。

本研究は、山口県立大学生命倫理委員会の承認を得て実施した【承認番号2023-5】。

Ⅲ．結果
1．対象者の属性

２年生が30名、３年生が８名、４年生が34名、計72名の回答を得た。年齢は、20.44±1.27歳であった。

2．各指標の信頼性分析
各指標の信頼性を検討するために、Cronbachのα係数を算出した。その結果、α係数は、セルフ・コン

パッション尺度は0.829、ほめられた経験のうち「個人へのほめ」は0.883、「行動へのほめ」は0.875、ほ
め反応のうち「意欲促進」は0.766、「ほめ不信」は0.712、臨地実習自己効力感のうち「対象の理解・援助
効力感」は0.886、「友人との関係性の維持効力感」は0.868、「指導者との関係性の維持・学習姿勢効力
感」は0.858であった。

3 ．セルフ・コンパッション、ほめられた経験、ほめられたことへの心理的反応、実習目標達成度による次
回の臨地実習自己効力感への影響
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セルフ・コンパッション尺度、ほめられた経験尺度、ほめ反応尺度、実習目標達成度を説明変数とし、
臨地実習自己効力感尺度を目的変数とする重回帰分析を行った結果を以下に示す。
⑴　臨地実習自己効力感「対象の理解・援助効力感」について
　 　重回帰分析の結果、ほめられた経験である「行動へのほめ」と「実習行動目標達成度」が「対象の理

解・援助効力感」と有意な関連があることが示された。また、「行動へのほめ」がもっとも対象の理
解・援助効力感に対する影響が大きかった。結果を表１に示す。

表1 対象の理解・援助効⼒感の重回帰分析結果

⾮標準化係数 標準誤差 標準化係数 t 値 有意確率 VIF
(定数) 15.685 7.173 2.187 0.032
セルフ・コンパッション -0.011 0.077 -0.016 -0.147 0.884 1.318
個⼈へのほめ -0.037 0.072 -0.059 -0.507 0.614 1.505
⾏動へのほめ 0.279 0.086 0.384 3.252 0.002 1.532
意欲促進 0.33 0.223 0.169 1.479 0.144 1.433
ほめ不信 -0.113 0.121 -0.111 -0.933 0.354 1.564
実習⾏動⽬標達成度 1.174 0.352 0.36 3.338 0.001 1.281
R2 0.401
調整R2 0.346
F 7.356 ＜.001
⾃由度 6，66
観測数 72

表2 友⼈との関係性の維持効⼒感の重回帰分析結果

⾮標準化係数 標準誤差 標準化係数 t 値 有意確率 VIF
(定数) 0.115 6.045 0.019 0.985
セルフ・コンパッション 0.085 0.065 0.156 1.318 0.192 1.318
個⼈へのほめ 0.056 0.061 0.117 0.926 0.358 1.505
⾏動へのほめ 0.046 0.072 0.082 0.643 0.522 1.532
意欲促進 0.652 0.188 0.428 3.465 <.001 1.433
ほめ不信 -0.045 0.102 -0.057 -0.441 0.661 1.564
実習⾏動⽬標達成度 -0.154 0.296 -0.061 -0.521 0.604 1.281
R2 0.296
調整R2 0.232
F 4.624 ＜.001
⾃由度 6，66
観測数 72

　⑵　臨地実習自己効力感「友人との関係性の維持効力感」について
　 　重回帰分析の結果、ほめられたことへの心理的反応である「意欲促進」が「友人との関係性の維持効

力感」と有意な関連があることが示された。結果を表２に示す。

表1 対象の理解・援助効⼒感の重回帰分析結果
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(定数) 15.685 7.173 2.187 0.032
セルフ・コンパッション -0.011 0.077 -0.016 -0.147 0.884 1.318
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意欲促進 0.33 0.223 0.169 1.479 0.144 1.433
ほめ不信 -0.113 0.121 -0.111 -0.933 0.354 1.564
実習⾏動⽬標達成度 1.174 0.352 0.36 3.338 0.001 1.281
R2 0.401
調整R2 0.346
F 7.356 ＜.001
⾃由度 6，66
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表2 友⼈との関係性の維持効⼒感の重回帰分析結果

⾮標準化係数 標準誤差 標準化係数 t 値 有意確率 VIF
(定数) 0.115 6.045 0.019 0.985
セルフ・コンパッション 0.085 0.065 0.156 1.318 0.192 1.318
個⼈へのほめ 0.056 0.061 0.117 0.926 0.358 1.505
⾏動へのほめ 0.046 0.072 0.082 0.643 0.522 1.532
意欲促進 0.652 0.188 0.428 3.465 <.001 1.433
ほめ不信 -0.045 0.102 -0.057 -0.441 0.661 1.564
実習⾏動⽬標達成度 -0.154 0.296 -0.061 -0.521 0.604 1.281
R2 0.296
調整R2 0.232
F 4.624 ＜.001
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⑶　臨地実習自己効力感「指導者との関係性の維持・学習姿勢効力感」について
 　重回帰分析の結果、「セルフ・コンパッション」とほめられた経験である「行動へのほめ」と「実習行
動目標達成度」が「指導者との関係性の維持・学習姿勢効力感」と有意な関連があることが示された。ま
た、「行動へのほめ」がもっとも指導者との関係性の維持・学習効力感に対する影響が大きかった。結果
を表3に示す。
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表3 指導者との関係性の維持・学習姿勢効⼒感の重回帰分析結果

⾮標準化係数 標準誤差 標準化係数 t 値 有意確率 VIF
(定数) 2.061 4.916 0.419 0.676
セルフ・コンパッション 0.117 0.053 0.235 2.226 0.029 1.318
個⼈へのほめ -0.086 0.049 -0.197 -1.747 0.085 1.505
⾏動へのほめ 0.26 0.059 0.504 4.43 <.001 1.532
意欲促進 0.118 0.153 0.085 0.774 0.442 1.433
ほめ不信 -0.053 0.083 -0.074 -0.642 0.523 1.564
実習⾏動⽬標達成度 0.587 0.241 0.253 2.434 0.018 1.281
R2 0.443
調整R2 0.392
F 8.753 ＜.001
⾃由度 6，66
観測数 72

Ⅳ．考察
1．各指標の信頼性分析について

本研究で用いた各指標の信頼性を検討するために、Cronbachのα係数を算出した結果、α係数は、0.7
以上であった。α係数は少なくとも0.7以上でなくてはならないとされており（Heppner,et al.,1992) 19）、す
べての指標においてα係数にみられる信頼性は確認できた。
 

2． セルフ・コンパッション、ほめられた経験、ほめられたことへの心理的反応、実習目標達成度による次
回の臨地実習自己効力感への影響

　⑴　 ほめられた経験である「行動へのほめ」、「実習目標達成度」と「対象の理解・援助効力感」「指導
者との関係性の維持・学習姿勢効力感」の関連

　 　ほめられた経験である「行動へのほめ」と「実習目標達成度」は、「対象の理解・援助効力感」「指
導者との関係性の維持・学習姿勢効力感」に影響を与えていた。「行動へのほめ」は、個人の才能や適
性をほめる「個人へのほめ」と異なり、積極的な取り組みの姿勢や、頑張りの姿勢、出来なかったこと
が出来るようになること、患者の立場になって考えることが出来ていることなどに関するほめられ経験
を指すものである。「行動へのほめ」は、オペラント条件づけでいう「強化」である（藤原、1997)20）。
望ましい行動をしたことにより、他者からほめられることは「強化子」であり、強化された行動はその
後も生起や継続しやすくなる。よって実習指導者が、学生が努力している姿や変化に気づきを向け、そ
の内容を具体的に言葉に出して学生に伝えるということを積極的に行うことは、その言葉が強化子とな
り、学生にとって次回の実習への対象の理解や援助への自信につながり、その結果として看護の対象者
への看護実践がよりよいものとなる可能性がある。またこうした言葉がけを実習指導者が積極的に行う
ことにより、学生と実習指導者との関係をスムーズにし、学生が指導者に対して分からないことを質問
することや相談をしやすくなると考えられる。

　 　実習指導者による励ましや賞賛は学生が自分の能力に対して自信を持つきっかけとなるもので、学生
の潜在能力を刺激し知的欲求を引き出す鍵となり、学習意欲を高める有力な方法となるとされる（雄西
ら、1992)21）。実習目標を達成するには、看護学生一人の努力ではなく、実習指導者や教員から助言や
指導を受けながらその学びを内在化させていくものである。実習指導者にほめられることで、学生は自
身の行動があやまりではないことが確認でき、「これでいいんだ」という安心につながり、自分の主観
的評価である目標達成度を向上させ、その結果、「対象の理解・援助効力感」や「指導者との関係性の
維持・学習姿勢効力感」の向上につながったと考えられる。
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　⑵ 　ほめられたことへの心理的反応である「意欲促進」と「友人との関係性の維持効力感」の関連
　 　意欲促進とは、実習指導者や看護の対象からほめられるとやる気になる、うれしい、自信がもてる、

安心するなどである。こうした自信は、実習において分からないことや悩みを友人に相談したり、グ
ループの仲間との関係性のスムーズさにつながることが示された。

　 　「ほめられるとやる気になる、うれしい、自信がもてる、安心する」といった感情を喚起するには、
ほめられることが先行して存在することが必要である。学生自身が不安や緊張の中にいるときは、看護
の対象や周囲に配慮を向けることが難しく、ただそこにいるだけで精一杯ということもあるだろう。不
安や緊張のあまり、うかない顔をしている学生に、友人や教員が気にして声をかけたとしても、悩みや
困りごとを打ち明けられないかもしれない。よって実習指導者は、まず、学生がそうした不安や緊張を
持っていることを理解し、不安や緊張が和らぐような微笑みかけや声かけをしたり、実習に出る前に、
講義や演習、その他の場で、学生の良いところを見つけたら積極的に言葉に出して伝えるなどして、実
習前から信頼できる相手として関係性を築いておくことが出来ると望ましいと考える。そうした関係性
ができていれば、学生は実習中の不安や緊張を言葉にして表現しやすく、早期の相談のしやすさにつな
がる。実習前からの実習指導者の関わりにより、学生の不安が低減すれば、学生は実習において緊張し
ながらも自分の力を発揮でき、看護の対象にほめられたり「ありがとう」と声をかけてもらえることで、
「うれしい、やる気になる」といった意欲が促進されると考えられる。

　 　学生が安定した状態であれば、学生間において、困った時に身近な友達に相談したりアドバイスをも
らったり、また困っている学生に声をかけたりして互いに助け合う関係性を築くことが出来る。井上ら
（1995)6）も、教員がほめることで学生同士で学び合う姿勢の高まりがみられることは、学生の気持ち
の余裕から生じた効果だと論じている。このように、看護学生が臨床での学習を効果的に進めるために
は不安を軽減するためのサポートシステムとしての役割が指導者に求められており（雄西ら、1992)21）、
学生間で高めあえる良い循環が醸成されるまでには、実習指導者の積極的な関与が土台となる必要があ
ると考えられる。

⑶　セルフ・コンパッションと「指導者との関係性の維持・学習姿勢効力感」の関連
　 　セルフ・コンパッションと、ほめられた経験である「行動へのまとめ」と「実習行動目標達成度」が、

「指導者との関係性の維持・学習姿勢効力感」に有意に関連していた。ここではセルフ・コンパッショ
ンに着目して考察をする。看護学生の知覚されたソーシャル・サポートとウェルビーイングの間にはセ
ルフ・コンパッションが顕著な媒介作用があるとされる（Zhou,et al., 2022)22）。自分を過剰に卑下して
いると、指導者に質問や相談することもはばかられてしまう。しかし学生が高いセルフ・コンパッショ
ンを有していると、自身が困ったり悩んだ時に、「分からないことを指導者に尋ねたり、自分の考えを
意志表示することは悪いことではなく、むしろ臨床実践をより良いものにしていくために必要な取り組
みだ」と考えることができるだろう。

　 　学生が分からないことを分からないと言え、気軽に相談できる、そうした指導者との関係性の維持や、
いつも意欲的に行動するといった学習姿勢を看護学生が持つには、普段から実習指導者による学生への
サポーティブな関わりを行うことで、学生のセルフ・コンパッションを高めていくことができると考え
る。それには、教育するために意図的に発言したものではなく、ふいに感じた「上手ね」「いいと思う
よ」といった具体的にリアルタイムにほめる言動に意味がある（清水ら、2019)23）とされているように、
学生が行う看護技術に対して教員がうなづいたり、承認することは、学生にとって、「これでいいん
だ」という自信につながり、次の実習においてもその技術を安心して遂行できるようになると考えられ
る。

　 　ここでは、学生自身の態度として、セルフ・コンパッションを高めていく取りくみを日々の生活の中
で、とりいれてみることを提案したい。例えば、有光（2020)15）は、自分をいつくしむための方法とし
て、自分あてに思いやりのある手紙を書くことや、自分や周囲に対して慈悲の気持ちをむけることを挙
げている。またNeff & Germer（2013)24）も、困難に直面したときに、自分の胸に手をあて、自分に優
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しく語りかけることの効果可能性を述べている。このような、学生自身ができることの実践を通して自
身の心理的リソースを高めておくと、次回の臨地実習において、過大な不安や緊張にまきこまれず、お
ちついて行動ができると考えられる。

　 　雄西ら（1992)21）は、良い実習指導者とは、専門的技術を持ち、行動への自信と責任が感じられ、し
かも看護することと指導することを楽しんでいる姿だと述べている。学生は、そうした実習指導者の姿
をモデルとし、自身の行動に取り入れていくことによってより良い看護師となり、さらに経験を積んで、
良い実習指導者へと成長するだろう。そのためにも、学生が不安やストレスを感じやすい実習が学生に
とって学び多いものになるように、実習指導者は、実習での学びの芽をあたたかく育てていく必要があ
る。

Ⅴ．研究の限界と今後の課題
今回は、研究対象者を2～4年生としたが、学年ごとに回答者人数に偏りがあった。村岡ら（2020)5）は、

学年が上がるに応じて、学生の知識や経験が従属し、実習に向かう姿勢が構築され、自ら学習する姿勢が供
えられ実習での達成感を感じやすくなると述べている。本研究では学年を統合して分析を行ったが、学年に
よる違いが検討できたならば、学年に応じた適切なほめ方の提案も出来ると考える。

また、本研究では、教員や看護師や援助を行う対象者（看護の対象）によるほめられた体験、ほめられた
ことへの心理的反応、実習目標達成度といった４つのそれぞれの要因が、次の臨地実習効力感にいかに影響
するかを検討するにとどまっている。よって、実習指導者や対象者（看護の対象）からほめられることによ
り、学生の意欲ややる気が高まることで、豊かで多くの学びを得ることが出来、それが実習目標の達成へと
つながり、そうした自信が、さらに次回の実習への期待と意欲へと結びついていくという学習のつながりに
着目したり、セルフ・コンパッションにより、ほめられたことへの心理的反応への影響を検討するなど、そ
れぞれの関係を重視し調査していくことも今後の課題である。

利益相反：なし

注）本研究は、2023年度山口県立大学看護栄養学部看護学科の卒業論文に提出された論文に加筆修正をした
ものである。
謝辞：本研究に協力してくださった研究対象者の皆様に心より感謝申し上げます。
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